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一　般　演　題

プレナリーセッション（1～10）

i．113’nlnコロイド調製のキット化とその生体内分布

　　　　　秋田県立脳血管研究センター放射線科

　　　　　　　　　　　丹野　慶紀　　上村　和夫

　エ13mIn化合物の調製はその物理的半減期が99．　4分と短

かいために，病院内において注射用剤として迅速に調製

する必要があるが，準備，調製，後処理に長時間を要し，

かつ均一な品質の製品をうることが困難である．これら

の欠点を除くため，われわれは従来より数種類の無菌試

液を用いて，全工程を無菌の状態において調製するキッ

トシステムを進めていたが，今回コロイドのキット調製

法とその生体内分布を検討し，若干の知見をえたので報

告する．

　キット試液　溶離液二〇．04NHCI無菌溶液コロイド

キット：キットA（バイアル）0．04NHCIO．3m1中に

FeC13・6　H20　lmg，　NaCl　40mgを含む．キットB（ア

ンプル）0．2NNaOHlm1，　i／sM酢酸ナトリウム0．5

m1を含む．キットC（アンプル）10％ゼラチン1．5m1

を含む．

　使用法と生体内分布

上記のキットを三通りに使い分け，　ウサギに900μCi

O．3m1ずつ静注し，（1群3～5匹），30分，100分，

200分後の分布を調べた．　コロイドの調製に要する時間

は3～5分とした．①A（溶離液で全量5ml）＋B＋C

pH　5～6，全量7．5～8．　O　ml，粒子径約200　mpt，肝，

脾に他と有意に多くとり込まれ，長時間持続する．②A

（溶離液で全量5ml）十C十B　pH　5～6，全量7．5～8．Om1，

粒子径約10mμ，肝，骨髄に他と有意に多量にとり込

まれるがM／L比は経時的に低くなる．③A（溶離液で

全量6ml）十C十B　pH　3．　0～3．5，全一9　8．　5～9．　Oml，血

申に高濃度に長時間存在する．イオン状（一部コロイド）

　結　論

　われわれの考案した113皿lnコロイドキットは使用法

を変えることにより，簡単に溶液中の113mInの状態を

調整することができ，本法により，肝，脾スキャン用コ

ロイド，肝，骨髄スキャン川コロイド，血液プール用イ

オンの三種の調製が可能である．

2．放射性診断薬開発の試み

　　一Renoscanning　Agentの合成とその検討一

　　　　　　　国立衛生試験所　放射線化学部

　　　　　　　　　　　　田巾　　彰　　浦久保五郎

　　　　　　　　　　慈恵医科大学　泌尿器科

　　　　　三木誠町山豊平南　武
　　　　　　　　　　　陸上自衛隊　衛生学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東條　慮一

　腎シンチグラムには，主に203Hg一または，197Hg－

Chlormeredrinが使川されているが，本剤の欠点は，排

泄の遅いこと，放射性水銀による，腎被曝の問題であろ

う．197Hgは2°3Hgに比較して，被曝線冠の点で，はる

かに軽減されるが，203Hgの混入のあることと，低エネ

ルギーであること，高価なことなどの短所があり，本邦

では多く2°3Hgが使われている現状である．　そこで，

腎被曝線量の少ない，より安価な腎スキャニング剤の開

発を企図して，Chlormerodrinの一水素をiodophenyl

基で置換した尿素誘導体数種を合成し，その中で新化合

物の1－（4－iodopheny1）－3－〔3－（chloromercuri）2－metho－

xypropy1〕－urea（IPCMと略）をとりあげ，腎スキャニ

ング剤のスクリーニングとして，減衰補正の容易な1251一

標識IPCMを用いて検討を行なった．

　〔合成〕12sl－P－iodoanilineを同位体交換反応でえたの

ち，phosgeneを作用し，　isocyanateとし，　これに

allylamine，ついでmercuric　acetateとNaC1を，順次

反応させIPCMを純品としてえた．　mp　191．0～191．5°，

sp．　Act．8．6μCi／mg．

　〔動物実験〕　ウイスター系，雄ラット，体重178～

3009のものを，一群3匹とし，IPCMを2，5mg／kgの

割合で，50％DMSO溶液として，尾静脈より注射，そ

の後0．5，1，2，3，6，12，24時間にわたり経時的に，

臓器分布（脳，甲状腺，心，肺，肝，脾，腎，筋肉）を

検索した．

　〔結果〕筋肉の比放射能を1として，各臓器の親和性

を比較すると，腎が最も高く，ついで肝，脾の順になる

が，その他の臓器は親和性に乏しかった．投与後，O，　5，

1，2，3，6，12，24時間の腎／筋の比は，それぞれ，43，
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80，104，153，200，101，185であり，　腎／肝の比は，

時間の経過と共に増大し，24時間後には，14に達した．

排泄像は，chlormerodrinと類似で二相性を示し，

activityの約40％が尿中へ，残りは糞中へ，排泄された．

以1：の実験を基にして，本剤ならびに，関連化合物によ

る腎シンチグラム描出のN∫能性を検討し，臨床応用への

渚条件についての考案を行なった．

持っているが腫瘍組織への取込率は人きい．しかしGa

以外は腫瘍組織以外への残存も大きく腫瘍陽性描画には

不適当のようである．このGaはガリウムイオンとして

腫瘍へ取込まれていること，微量投与の場合に腫瘍取込

率が大きくなることより，腫瘍に微量元素として必要な

ものではないかと呂えられるが，今後の検討を必要とす

る．

3．癌親和性物質の腫瘍組織への取込みについて

　　　　　　金沢大学付属診療放射線技師学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　安東　　醇

　　　　　　　　　　　　　金沢大学核医学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　久田　欣一

　われわれは現在までに36種類のRI標識化合物につい

て，担吉田肉腫結節ラットを使用してその癌親和性を検

討した．静注24時間後における腫瘍組織への投与量に対

する取込率は上位10種ではi311－fibrinogenが最大で

67Ga－nitrate，114mIn－chlorid　e，67Ga－－citrate，203Hg－ace－

tate，114mln－citrate，46Sc－citrate，1311－albumin，　46Sc－

chloride，203Bi－acetateの順に小さくなった．

　i3il－fibrinogen，13il・albuminは蛋白質であり，Hg，　Bi

は週期律表第6週期に位する重金属で強い蛋白結合力を

持っているが，Ga，　In，　Scは同表第3族に位する元素

で，化学的にも生物学的にも特徴の少ない元素である．

このように腫瘍組織へ多量に集積することも重要である

が，臨床的には腫瘍組織以外の他の臓器組織への残存量

がいかに少ないかということも極めて重要である．この

点を考慮すると　67Ga－citrate，1311－fibrinogen，203Hg－

chlormerodrin，13il－albuminが腫瘍陽性描画に優iれてい

た．

　fbirinogenは生体防護機序で，血清albuminは栄養

として腫瘍組織へ取込まれるとされているが，1311－fi－

brinogen，ユ311－albuminを用いた実験においてこれを支

持する結果がえられた．

　HgおよびBi化合物は強力な蛋白結合力を示し，結

合力の強さと腫瘍組織取込率とはかなりの相関を示すこ

とより，静注後血清蛋白に結合して腫瘍に運ばれ，腫瘍

組織とHg，　Biとの物理化学的親和性により保持されて

いると苫えられる．この保持力と蛋白結合力とはかなり

比例すること，腎臓を除けば他の臓器組織より腫瘍が保

持力の強いことよりHgの癌親和性が成り立っているこ

とが解った．

　第3族元素は，Hg，　Biに比べれば弱い蛋白結合力を

4．ITVと小型電子計算機によるRI像収録と

　　肝パターン認識への基礎的検討

　　　　　　信州大学　中央放射線部　　滝沢　正臣

　　　　　　　〃　　放射線科

　　　　　小林　敏雄　　坂本　良雄　　中西　文子

　〔目的〕　ITVと小型電子計算機を組合わせた高速度画

像収録装置を考案し，フィルムまたは紙に記録されたRI

像を，ディジタルイメージに変換する．また収録された

肝パターンにつき，自動診断を最終目標として，各種ハ

ラメータの計測，特徴抽出の可能性について基礎的検討

を加える．

　〔方法〕　シンチグラムをTVカメラによって撮像する．

カメラ映像信号より，垂直，水平同期信号を分離する，

画像フレームの開始を認識するため垂直同期信号が使わ

れ，電子計算機AD変換器に接続している．水平同期信

号は遅延回路を内臓したオシロスコープに入る．任意の

水平同期信号によって掃引を開始するが，掃引が終了し

なければ次の同期信号を受付けない．すなわち像の垂直

方向のsampling間隔を決定する．掃引開始時期が遅延

回路により遅延させてえたパルスを，1）電子計算機の，

sampling　start　pulse，2）TVモニターマーカー信号，

3）映像信号ホールド（S／H）信号として使用する．S／H

信号は，sampling点の分解能を良くし，また，　AD変

換時間中信号を一一L時記憶する．二次元因形を読み取るた

め遅延時間を電子計算機DA変換器からの電圧により直

線的に変化させた．映像信号のもつ非直線特性の補償は，

ソフトウエアで行なった．本法によってえた肝のディジ

タルイメージにつき，横径，縦径の計測，脾出現度等の

計測を行なうプログラムにつき検討を行なった．

　〔結果〕任意の大きさのRI像を0．5・－1．Osecでデ

ィジタルイメージとしてメモリーに収録できた．使川

マトリクスは60六60最大，sampling聞隔は任意に設定

できた．一般仕様のITVでは，信号の直線性は悪く補

償を充分行なう必要があった．高濃度部が飽和したsci－

ntigramでは補正が難しい．肝パターンの各種計測のた
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